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★☆ バスボランティア ★☆

９月１６日（土）バスボランティアで大槌町

へ。秋まつりが行われている中、菜の花プロ

ジェクトで河川敷の花壇整備をしました。い

わて生協に加え、関西 3 生協（おおさかパ

ルコープ、よどがわ市民生協、ならコープ）、

職員研修で訪れているおかやまコープ、コ

ープネット労組と、全国からの６０人で活動。

ありがとうございました。

８月のバスボラは２０日（日）に陸前高田で実

施しました。この間継続している、ヤルキタウン

「小さな力を集めて」     盛岡北コープ 理事 小山田 緑

もうすぐ東日本大震災から６年半。内陸で暮らしていると、震災の事を忘れてしまう事も。
だからこそ生協で活動している立場として「忘れないで！まだまだ様々な支援が必要なんだよ」と
訴える必要性を感じます。

盛岡北コープでは震災以降毎年、被災地へのバスツアーと「被災地の現状を聞く会」を続けてき
ました。初めの 1～2年はバスツアーの申し込みが殺到し、お断りするほどでしたが、残念ながら年々
参加者が減っています。そんな中「毎年参加しています」というご夫婦もいて、やって良かったと
励みになります。昨年は二度目の宮古市田老漁協の見学でしたが、新しくなったわかめ工場や防潮
堤などを見学して、復興の様子を知ることができました。見学後、漁協内に特設販売コーナーを設
けてもらいました。みなさん、わかめや海産物をどっさり買い込んで、「こんなに買っても、あちこ
ちに配って、うちには一つも残らないのよ」と満面の笑顔で話してくれ、これも支援活動だなと思
っています。

「現状を聞く会」は、懇談会や秋のつどいで工夫して少しでも多くの方に聞いてもらいたいと続
けてきました。昨年は秋のつどいの学習会の中で、委員さん 30名程を対象に行いました。中々進ま
ない復興の様子を聞く事が出来、つどいで話す際の参考にもなりました。「知ること」も支援の一つ
の形だと思います。

また、秋のつどいやコープ総代会など様々な会場で被災地の方々の手作り作品を販売してきまし
た。初めの３年程は主に手作りストラップを、一昨年からはネクタイプロジェクト作品を販売して
います。友達に配るから」「姪っこにプレゼントするから」と言って、一人で何個も買ってくれる方
もいます。販売を通して、被災地の様子を伝えたり、他県の生協からの支援を伝えたりする良い機
会になっています。

バスボランティアなどは、中々ハードルが高くて、踏み切れない所もありますが、小さなことで
もいいから継続し支援していく事、「忘れてないよ」と行動し続ける事が大切だと
思っています。多くの組合員がそんな活動に参加して、無理なく少しずつ支援
活動が出来るように支えて行く事が、コープとしての大事な役割ではないかと
思っています。

★☆ 健康フェスタ ★☆

８月２５日（金）大槌県営屋敷前アパート公営住宅で、医

療生協さいたま・盛岡医療生協と一緒に、健康フェスタを開

催。健康チェックや認知症予防体操、余興やゲームなど楽

しい一日を過ごしました。

８月のバスボラは２０日（日）に陸前高田で実施しました。この

間継続している、ヤルキタウンと椿の道の２ヶ所に分かれての



仮設住宅の周りは住宅建設中が多くなり、山田
線のお隣の仮設は今年中までで次の仮設へ移る
事も決まっているようです。サロンへの参加者
も入れ替わりが見られます。集会室のパネルに
は今月の行事が 3 件。その中のひとつが生協の
サロンです。最後まで頑張ろうと思います。

（大槌町 安渡第 2仮設住宅）

＜陸前高田市 二日市仮設住宅＞ ＜宮古市 実田仮設住宅＞

ハギレとフェルトを使った小さな小物入
れを作りました♪

布ふうりんを作成！かわいくできました！

一瞬シーンとした静寂があり「シーンとしてる
ネェ」と冗談と笑いで針を運び仕上がりに「ワ
ァ～すてきだ」と好評して記念写真。おしゃべ
りは、今の生活これからの事、それぞれの胸の
内を話し合ってました。集まれる場があること
への感謝の言葉をいただきました。

（陸前高田市 佐野仮設住宅）

お茶会では、先日の町長さん訪問の時の話や、
大槌町のお祭りの話で盛り上がり、釜石と大槌
のお祭りの違いやお祭りに対しての心意気な
ど地域の繋がりで大槌町のお祭りを支えてい
るのだと感じました。
       （大槌町 小鎚第 14仮設住宅）

９月は、ふれあいサロンは、４会場で作って食べる場が持たれました
（住民さんは 28 人、ボランティアは 10 名参加）

３行レシピ⑭のホチキス留めボランティアを９月２

１日、２２日の２日間行い、延べ８人が参加。３０

００冊を作成しました。ありがとうございました。

３行レシピ⑭を発行しました

今回の 3 行レシピは盛岡４コープの組合

員からよせていただいた「簡単にできる

あったかメニュー」が中心です。

沿岸の組合員のつどいで配布します。

「一人暮らしになって焼きそばとか作
らなくなったから久しぶりに美味しか
った」と♪喜ばれました。



９月は食中毒が多い時期です。

食の支援やサロンでは、食材の管理や手洗いなどで食中毒に気を付けましょう！

         また、サロン活動中や食の支援中に体調不良の方がいましたら、支援員さんや

社協の方と一緒に対応しましょう。サロン事務局（019-603-8299）にもすぐに

連絡をお願いします。

●○● キット作りありがとう ●○●
・ 鍋敷き

（花巻ちょボラくらぶ花巻、花巻アウルこ～ぷ委員会、

宮古ＤＯＲＡキット作り）

・ 手提げバック（花巻北松園東こ～ぷ委員会）

・ 牛乳パックの小物入れ（水沢ぺこぼら）

・ ペンケース
（宮古ＤＯＲＡキット作り、花巻ちょボラくらぶ花巻）

・ フェルトで作る小物入れ[小・大]（にのへコープ）

・ お薬手帳（にのへコープ）

・ めがねケース（釜石キット作り）

●○● キットの在庫情報 ●○●
・ おじぞうさん
・ ティッシュボックスカバー
・ ハギレとフェルトの小さい小物入れ（大・小）
・ メガネケース    ・ ランチョンマット
・ 葉っぱのコースター ・ 鍋しき
・ 牛乳パックのカゴ  ・ あめちゃん袋
・ お薬手帳        など

※詳しくは事務局までお問い合わせください

※新しいレシピ、引き続き大募集です。

お菓子・ジュース・色紙のご支援

・「コープいしかわ」さん  ・「ユーコープしずおか」さん

・「コープみらい」さん   ・「京都生活協同組合」さん

・「コープえひめ」さん   ・「生協しまね」さん

現地でのご支援

・8/25（金）大槌  

「医療生協さいたま」さんの健康フェスタ

キットを作っていただいたら、早目の返却をお願いします

（使うサロンの日程が迫っている場合もあるため、出来た

ところまででも大丈夫です）よろしくお願いいたします。

キットを使った作品
ち ょ ボ ラ く ら ぶ 花
巻！の活動風景
ペンケースのキット
を作っています！

こんなにかわいい作品が作れます！

※キットは、生協サロンだけではなく、他団体や社会協議会にもお渡ししています。

大船渡永沢公民館のお茶っこ会は、災害公営住宅の方や自力再建された方、元からの住民さん
が参加されています。仮設にいた時に生協のサロンのキットが使いやすくて、簡単にできて良かった
という話が出て、ここでも使えないかと支援担当に相談がありました。
今は、材料費と募金で１つ１００円で購入して作っています。
年齢のせいで「もう手芸はできない」と諦めていた８０代半ばの方は、周りから
「針と糸を貸すよ！」と声をかけられ、作ってみて、「まだ自分にもできる」と自信を
取り戻し、今は毎回いろいろな物を作って楽しんでいらっしゃいます。


